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前
橋
工
科
大
は
、
文
部
科
学
省
か

ら
大
学
院
博
士
後
期
課
程
の
設
置
が

認
可
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

四
月
か
ら
大
学
院
工
学
研
究
科
に
環

境
・
情
報
工
学
専
攻
を
開
設
。
第
一

期
生
と
な
る
平
成
十
五
年
度
入
学
生

を
募
集
し
ま
す
。
定
員
は
四
人
。
詳

細
は
本
紙
１
月
15
日
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

□
昼
夜
開
講
制
を
導
入

就
学
機
会
を
広
げ
る
た
め
、
博
士

後
期
課
程
で
も
「
昼
夜
開
講
制
」
を

実
施
。
社
会
人
の
技
術
者
や
研
究
者

が
勤
務
を
し
な
が
ら
、
仕
事
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
体
系
的
な
研

究
指
導
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮

し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま

す
。

□
教
育
研
究
の
特
色

環
境
・
情
報
工
学
専
攻
で
は
、
自

然
と
共
生
す
る
地
域
社
会
環
境
や
快

適
で
安
全
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
実

現
す
る
た
め
の
二
十
一
世
紀
型
の
環

境
共
生
技
術
の
推
進
に
つ
い
て
教
育

研
究
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
知
識

集
約
型
産
業
の
発
展
な
ど
を
推
進
し
、

活
力
に
満
ち
た
「
く
ら
し
づ
く
り
」

の
実
現
を
目
指
し
た
最
先
端
の
情
報

通
信
技
術
の
高
度
化
に
つ
い
て
の
教

育
研
究
を
通
し
て
、
豊
か
な
地
域
社

会
づ
く
り
に
貢
献
し
ま
す
。

ま
た
、
二
十
一
世
紀
型
の
環
境
共

生
技
術
と
最
先
端
の
情
報
通
信
技
術

の
相
互
の
利
用
や
研
究
を
通
じ
て
、

こ
れ
ら
技
術
の
融
合
に
よ
る
高
度
な

技
術
を
研
究
開
発
す
る
教
育
研
究
も

行
い
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
同
大
事
務
局
�

２
６
５
―
０
１
１
１
へ
。

平
成
十
五
・
十
六
年
度
に
発
注
す

る
建
設
工
事
と
平
成
十
五
年
度
に
発

注
す
る
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
な
ど
の
競
争
入
札
に
参
加
を

希
望
す
る
人
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
土
木
・
建
築
・
電
気
・
給
排

水
な
ど
の
建
設
工
事
業
者
、
測
量
・

土
木
・
建
築
工
事
の
設
計
・
監
理
・

工
事
の
調
査
（
土
質
調
査
を
含
む
）・

企
画
立
案
な
ど
を
行
う
業
者
（
前
年

度
格
付
け
さ
れ
た
業
種
を
除
く
）

申
請
要
領
の
配
布
＝
�
市
内
業
者
…

１
月
31
日
�
ま
で
�
市
外
業
者
…
２

月
７
日
�
ま
で
　
申
請
書
の
様
式
＝

�
は
本
市
独
自
様
式
�
は
国
土
交
通

省
統
一
様
式
　
受
付
期
間
＝
�
は
１

月
10
日
�
〜
31
日
�
�
は
１
月
10
日

�
〜
２
月
７
日
�
、
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
　
場
所
＝
市
役
所
２
階
契
約

課○
…
問
い
合
わ
せ
は
同
課
�
８
９
０

―
６
２
８
８
へ
。

建
設
工
事
や
測
量
な
ど
の
入
札

参
加
の
申
請
が
必
要
で
す

赤
城
山
南
ろ
く
の
自
然
や
祭
り
を

Ｐ
Ｒ
す
る
観
光
百
景
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
力
作
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

部
門
＝
〈
風
景
写
真
部
門
〉
四
季
折

々
の
自
然
、
風
景
な
ど
〈
ま
つ
り
写

真
部
門
〉
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
　

サ
イ
ズ
な
ど
＝
い
ず
れ
も
四
つ
切
り

カ
ラ
ー
。
た
だ
し
、
ワ
イ
ド
四
つ
切

り
、
デ
ジ
タ
ル
処
理
作
品
は
不
可
。

一
年
以
内
に
本
市
、
富
士
見
村
、
大

胡
町
、
宮
城
村
、
粕
川
村
で
撮
影
し

た
未
発
表
の
作
品
に
限
る
　
申
し
込

み
＝
１
月
31
日
�
ま
で
に
市
観
光
協

会
（
市
役
所
６
階
商
業
観
光
課
内
�

８
９
０
―
６
６
０
６
）
ま
た
は
群
馬

フ
ジ
カ
ラ
ー
取
扱
店
へ
直
接
　
審
査

結
果
＝
３
月
上
旬
発
表
予
定
　
そ
の

他
＝
�
応
募
資
格
・
枚
数
に
制
限
な

し
�
作
品
に
は
応
募
票
を
添
付
�
入

賞
作
品
お
よ
び
ネ
ガ
の
使
用
権
は
主

催
者
に
帰
属
�
入
賞
者
は
作
品
ネ
ガ

を
指
定
期
日
ま
で
に
提
出
。
提
出
し

な
い
と
き
は
棄
権
と
み
な
す

赤
城
南
ろ
く
の
Ｐ
Ｒ
写
真

風
景
や
祭
り
の
力
作
募
集

来
年
度
の
市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。
市
政
モ
ニ
タ
ー
は
、
市
政

に
つ
い
て
建
設
的
な
意
見
や
要
望
を

文
書
で
提
出
。
ほ
か
に
も
市
有
施
設

の
見
学
や
市
議
会
の
傍
聴
な
ど
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
人
数
＝
十
五
人
　
応
募
資
格
＝

18
歳
以
上
の
市
民
（
市
政
モ
ニ
タ
ー

経
験
者
と
公
務
に
携
わ
る
人
は
除
く
）

で
、
施
設
見
学
会
や
市
議
会
の
傍
聴

な
ど
に
参
加
で
き
る
人
　
任
期
＝
４

月
〜
平
成
16
年
３
月
　
主
な
仕
事
＝

月
一
回
程
度
、
市
政
に
対
す
る
意
見
・

要
望
な
ど
の
提
出
と
市
有
施
設
の
見

学
、
市
議
会
の
傍
聴
な
ど
　
申
し
込

み
＝
１
月
15
日
�
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。

「
市
政
モ
ニ
タ
ー
応
募
」と
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・
勤
務

先
（
学
校
名
）・
主
な
職
歴
・
電
話
番

号
（
自
宅
・
勤
務
先
な
ど
）
を
明
記

し
、
応
募
動
機
や
市
政
に
つ
い
て
日

ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
百
字

程
度
の
文
章
に
し
て
市
役
所
広
報
広

聴
課
へ
　
そ
の
他
＝
�
応
募
者
の
中

か
ら
地
域
や
年
齢
な
ど
を
考
慮
し
て

選
任
し
ま
す
�
公
募
す
る
十
五
人
以

外
に
職
域
や
世
代
を
考
慮
し
て
団
体

な
ど
か
ら
九
人
を
選
出
し
ま
す

○
…
問
い
合
わ
せ
は
同
課
�
８
９
０

―
６
６
４
４
へ
。

来
年
度
の
市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

建
設
的
な
意
見
や
要
望
を

４
月
に
開
設
し
ま
す

前
橋
工
科
大
の
博
士
課
程

博士課程が前橋工科大に

前橋工科大大学院工学研究科博士後期課程
専攻名

分野名 教　育　研　究　内　容

循環型社会の構築を推進する21世紀型の環境共生技術と、高度
情報通信社会の構築を推進する最先端の情報通信技術における専
門分野について、先導的・独創的な基礎研究、およびこれより派生
する多角的な応用研究について専門性の高い教育研究を行う。
このため、環境デザイン工学分野とシステム情報工学分野の
２分野を教育研究の柱として設ける。
また、両分野が互いに強く連携することによって、環境共生
技術と情報通信技術の融合による技術を研究によって推進する
先導的な教育研究も行う。
地域の良好な環境の保全を実現するために、地域の環境を構
成する要素を自然、人間活動、人工物としてとらえ、これら要
素間の環境負荷と総合的な環境負荷を低減する環境共生技術に
ついての専門分野を、総合的に推進する教育研究を行う。
情報の生産から利用までの過程をシステム技術の視点からと
らえ、これらを高度化・知能化する情報通信技術についての専
門分野を総合的かつ独創的に推進する教育研究を行う。

環境・
情報工学専攻

環境デザイン
工学分野

システム情報
工学分野


